
人が自尊意識をもち、自らの人権を守りながら自立した生活をおくることができること

相談予約の当日キャンセルに対しての対応を検討しながら、事業を継続していく。

今後の
方向性

男女の人権が尊重される社会をつくる男女共同参画
共生共感都市

施
策
の
大
綱

総合政策部人権推進課

事業： 男女共同参画人権擁護事業 0021

02

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第2章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

相談枠は常に埋まる状態であり、相談者の問題解決に役立っている。

A

相談枠は常に埋まっているが、当日キャンセルで結果的に空がでた。ドメ
スティック・バイオレンス被害者支援の担当者の連携、スキルアップが会
議、研修会の開催により図れた。

A
B

B

目

標

・男女共同参画センターで実施している女性相談を周知し、相談枠の充足を図る。
・河内長野市ドメスティック・バイオレンス被害者等支援連絡会議の代表者・実務者の連携強化と研修会実施による被害
者支援の充実を図る。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

4,138

649

0.45

0.00

649

0

0

0

一人あたり

世帯あたり 88

38

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

649

649

0

0

0

4,106

0.45

0.00

87

37

0

0

0

0

0

32

0.00

0.00

1

1

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

A

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

3,489

0

事業費（決算額） 649

3,457

0

649

32

0

0 (千円)

 (千円)

 (千円)
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